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(57)【要約】
【課題】板厚の異なる対象物に無段階に対応し、アーム
部の弾発力が大きく、取付孔に強固に固定されるマグネ
ットキャッチを提供する。
【解決手段】マグネットキャッチ１は、ケース２の下端
に、それと同じ前後幅で連続し、それぞれ外側へ概略Ｕ
字状に湾曲して上方へ延出する一対のアーム部１０，１
１を具備する。アーム部１０，１１は、先端部が左右側
壁４，５から外側に離間し、横方向に弾性変形可能であ
る。アーム部１０，１１の先端部には、内方傾きの斜面
１０ａ，１１ａが形成される。上側壁８の周辺は、外方
へ延出してフランジ部８ａを形成する。左右側壁４，５
側のフランジ部８ａの下面には、左右側壁４，５から直
角に延びるスペーサ突条８ｂが形成される。スペーサ突
条８ｂの横方向Ｘの外側端部は、アーム部１０，１１の
横方向の外端縁よりも内側に位置する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する縦方向と、横方向と、高さ方向とを有する収容ケースの内部に永久磁石
を内装するマグネットキャッチにおいて、
　前記ケースは、横方向において互いに対向する左右側壁と、縦方向において互いに対向
する前後側壁と、高さ方向において互いに対向する上下側壁と、前記左右側壁の下端にそ
れと同じ前後幅で連続しそれぞれ外側へ概略Ｕ字状に湾曲して上方へ延出する一対のアー
ム部とを含み、
　前記一対のアーム部は、上端部である先端部が前記左右側壁から横方向の外側に離間し
、横方向に弾性変形可能であって、
　前記一対のアーム部の先端部には、横方向における外側面に、内方傾きの斜面が形成さ
れ、
　前記ケースは、前記上側壁が前記前後左右側壁の外方へ延出してなるフランジ部を具備
し、
　前記左右側壁側に延出するフランジ部の下面には、それぞれ前記左右側壁から直角に延
びるスペーサ突条を具備し
　前記スペーサ突条の横方向の外側端部は、前記一対のアーム部の横方向の外端縁よりも
内側に位置することを特徴とするマグネットキャッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筐体の開口を開閉する扉を磁力により閉鎖状態に保持する等の目的に用いら
れるマグネットキャッチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、マグネットキャッチとして、特許文献1に記載されたものが知られている。この
マグネットキャッチは、収容ケースの内部に永久磁石を内装したもので、ケースは、横方
向において互いに対向する左右側面にそれぞれ一対のアーム部を有する。一対のアーム部
は、縦方向に互いに離間して配置され、上方に延びて、下端部の基端部が左右側面に繋が
り、上端部の先端部が左右側面から横方向の外側に離間し、横方向に弾性変形可能である
。アーム部の先端部には、その外側面に、板厚の異なる各種の取り付け対象物に対応する
ための複数の段差面が形成される。ケースの左右側面には、一対のアーム部の間にスペー
サ部が形成される。スペーサ部は、取り付け対象物に形成される取付孔の内縁との隙間を
埋めてマグネットキャッチを確実に取り付け対象物に保持するためのもので、左右側面上
を上方へ凸状に延び、下部においてアーム部の基端部と連続し、上部においてアーム部間
を上方へ延びる。スペーサ部の横方向の頂部すなわち外側面は、アーム部の外端縁よりも
内側に位置する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１８１４５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来のマグネットキャッチにおいては、アーム部が、ケースの側面の狭い縦方向の
スペースに互いに離間して一対設けられるために細いうえに、下方の基端部がケースの側
面に繋がる構成であるため、左右方向の弾発力が弱く、経年により取り付け対象物の取付
孔から抜け出しやすいという問題点がある。また、アーム部の先端部外側面に、板厚の異
なる複数の対象物に対応した複数の段差面が形成されているが、板厚が常に段差面の高さ
に対応する保証はなく、対応しないとガタが生じる。
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　したがって、本発明は、板厚の異なる複数の対象物に無段階で常に対応し、アーム部の
左右方向の弾発力が大きく、経年によっても取り付け対象物の取付孔から抜け出しにくい
マグネットキャッチ提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下、添付図面の符号を参照して説明するが、本発明はこれに限定されるものではない
。
　上記課題を解決するための、本発明のマグネットキャッチ１は、永久磁石３を内装する
ケース２が、横方向Ｘの左右側壁４，５と、縦方向Ｙの前後側壁６，７と、高さ方向Ｚの
上下側壁８，９と、左右側壁４，５の下端にそれと同じ前後幅で連続し、それぞれ外側へ
概略Ｕ字状に湾曲して高さ方向Ｚの上方へ延出する一対のアーム部１０，１１とを具備す
る。アーム部１０，１１は、上端部である先端部が左右側壁４，５から横方向Ｘの外側に
離間し、横方向に弾性変形可能である。アーム部１０，１１の先端部には、横方向Ｘにお
ける外側面に、内方傾きの斜面１０ａ，１１ａが形成される。ケース２は、上側壁８が前
後左右側壁４，５，６，７の外方へ延出してなるフランジ部８ａを具備する。左右側壁４
，５側に延出するフランジ部８ａの下面には、それぞれ左右側壁４，５から直角に延びる
スペーサ突条８ｂが形成される。スペーサ突条８ｂの横方向Ｘの外側端部は、アーム部１
０，１１の横方向の外端縁よりも内側に位置する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明のマグネットキャッチ１は、アーム部１０，１１が、左右側壁の下端にそれと同
じ前後幅で連続しており、外側へ概略Ｕ字状に湾曲して上方へ延出しているため、強固で
、大きな弾発力を有する。したがって、マグネットキャッチ１が、経年によっても、取り
付け対象物２１の取付孔２１ａから抜け出しにくく、確実に取り付け対象物２１に固定さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明に係るマグネットキャッチの斜視図である。
【図２】図１のマグネットキャッチの正面図である。
【図３】図１のマグネットキャッチの側面図である。
【図４】図１のマグネットキャッチの底面図である。
【図５】図１のＶ－Ｖ線による概略断面図である。
【図６】図１のマグネットキャッチの取付状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
　マグネットキャッチ１は、互いに直交する横方向Ｘと、縦方向Ｙと、高さ方向Ｚとを有
する収容ケース２の内部に永久磁石３を内装する。
【０００９】
　ケース２は合成樹脂製で、横方向Ｘに互いに平行に対向する左右側壁４，５と、縦方向
Ｙに互いに平行に対向する前後側壁６，７と、高さ方向Ｚに互いに平行に対向する上下側
壁８，９と、左右側壁４，５の下端に、それと同じ前後幅で連続し、それぞれ外側へ概略
Ｕ字状に湾曲して上方へ延出するアーム部１０，１１とを具備する。
【００１０】
　アーム部１０，１１は、下端部において概略Ｕ字状に湾曲して上方へ外方傾斜に延び、
上端部である先端部がそれぞれ左または右側壁から外側に離間している。アーム部１０，
１１は、横方向Ｘに弾性変形可能である。アーム部の先端部には、横方向Ｘにおける外側
面に、内方傾きの斜面１０ａ，１１ａが形成される。
【００１１】
　ケース２は、上側壁８が左右前後側壁４，５，６，７の外方へ延出してなるフランジ部
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８ａを具備する。左右側壁４，５側に延出するフランジ部８ａの下面には、それぞれ左右
側壁４，５から直角に延びるスペーサ突条８ｂが形成される。スペーサ突条８ｂの横方向
Ｘの外側端部は、一対のアーム部１０，１１の横方向Ｘの外端縁よりも内側に位置する。
【００１２】
　図６に示すように、マグネットキャッチ１は、筐体の扉等の取付対象物２１に形成され
た取付孔２１ａに挿入・固定して使用される。取付孔２１ａの形状は、上側板８よりやや
小面積の概略矩形に形成される。
【００１３】
　マグネットキャッチ１を取付孔２１ａに取り付ける場合、アーム部１０，１１側を取付
孔２１ａに圧入する。このとき、アーム部１０，１１は、内側に弾性変形し、これにより
、マグネットキャッチ１は、取付孔２１ａに挿入可能となる。
【００１４】
　ケース２のフランジ部８ａが取付対象物２１の上面に当接すると、アーム部１０，１１
が復元し、取付孔２１ａの内縁の下角が斜面１０ａ，１１ａに係合する。取付対象物２１
の板厚が種々異なっても、取付孔２１ａの内縁は、無段階の斜面１０ａ，１１ａにガタな
く係合し、斜面１０ａ，１１ａとフランジ部８ａの下面との間に保持される。
　従来のマグネットキャッチには、アーム部の先端部外側面に、板厚の異なる複数の対象
物に対応した複数の段差面が形成されたものがある。これは、板厚が常に段差面の高さに
対応する保証はなく、対応しないとガタが生じる。
【００１５】
　一方、本実施形態のマグネットキャッチ１においては、取付孔２１ａの内縁と無段階の
斜面１０ａ，１１ａとの係合であるから、上記ガタの問題はないが、アーム部１０，１１
が、引き抜き力に対向できる比較的大きな弾性復元力を必要とする。この弾性力を得るた
め、アーム部１０，１１は比較的断面積が大きく、また下方で比較的大きく湾曲した構造
になっている。
【００１６】
　マグネットキャッチ１と取付孔２１ａとの公差が大きく設定されている場合、ケース２
前後側壁６，７と、取付孔２１ａとの間に隙間が生じることがある。この場合、マグネッ
トキャッチ１は、取付対象物２１である扉の開閉に伴って引き抜き力を受け、前後方向に
傾こうとするが、アーム部１０，１１の斜面１０ａ，１１ａが取付孔２１ａの内縁に圧接
されているので、マグネットキャッチ１の傾きを抑制することができる。
【００１７】
　また、本実施の形態では、フランジ部８ａの下面のスペーサ突条８ｂが、取付孔２１ａ
の横方向の内縁に当接することにより、マグネットキャッチ１の横方向のズレを抑制する
ことができる。
【符号の説明】
【００１８】
１　　　マグネットキャッチ
２　　　ケース
３　　　永久磁石
４　　　左側壁
５　　　右側壁
６　　　前側壁
７　　　後側壁
８　　　上側壁
８ａ　　フランジ部
８ｂ　　スペーサ突条
９　　　下側壁
１０　　アーム部
１０ａ　斜面
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１１　　アーム部
１１ａ　斜面
２１　　取り付け対象物
２１ａ　取付孔
Ｘ　　　横方向
Ｙ　　　縦方向
Ｚ　　　高さ方向

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月19日(2019.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する縦方向と、横方向と、高さ方向とを有する収容ケースの内部に永久磁石
を内装するマグネットキャッチにおいて、
　前記ケースは、横方向において互いに対向する左右側壁と、縦方向において互いに対向
する前後側壁と、高さ方向において互いに対向する上下側壁と、前記左右側壁の下端にそ
れと同じ前後幅で連続しそれぞれ外側へ概略Ｕ字状に湾曲して上方へ延出する一対のアー
ム部とを含み、
　前記一対のアーム部は、その湾曲部の下端が前記左右側壁から横方向の外側に離れた位
置において前記下側壁の下面と同等位置に配置され先端側が前記左右側壁から横方向の外
側に徐々に離れるように傾斜して離間し、横方向に弾性変形可能であって、
　前記一対のアーム部の先端部には、横方向における外側面に、内方傾きの斜面が形成さ
れ、
　前記ケースは、前記上側壁が前記前後左右側壁の外方へ延出してなるフランジ部を具備
し、
　前記左右側壁側に延出するフランジ部の下面には、それぞれ前記左右側壁から直角に延
びるスペーサ突条を具備し
　前記スペーサ突条の横方向の外側端部は、前記一対のアーム部の横方向の外端縁よりも
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内側に位置することを特徴とするマグネットキャッチ。
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